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地区チーム研修セミナー 2015 年 11 月 14 日（土） 関西エアポートワシントンホテル 
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http://www.riconvention.org/ja/seoul/register 

 第 2640 地区ジャパンナイト  

5 月 28 日（土）19：00～ ハヌソ(会賢店) 
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12 月のＲＩ会長メッセージ 

贈り物を分かち合う 

 

親愛なるロータ

リアンの皆さん、

カナダ軍がオラン

ダを解放した 1945

年、この国は飢餓

の淵にありました。

飢えに苦しむ多く

の人を見て、とり

わけ子どもたちに

心を動かされ、そ

の年、アペルドー

ルン（オランダ中

央東部の都市）近

郊に配属されていたカナダ人の兵士四人は、できる

限り多くのオランダの子どもたちにとって特別な

クリスマスにしてあげようと決めました。 

 四人は仲間の兵士から、チョコレート、ガム、

キャンディー、漫画本などを集めて回りました。軍

務の合間には、木材と針金でおもちゃのトラックを

作り、配給されたたばこを闇市へ流したお金で人形

を買いました。それぞれが母国カナダにいる家族に

思いを馳せつつ、今自分たちにできるのは駐留地オ

ランダの子どもたちのクリスマスを楽しいものに

することだと信じ、心血を注ぎました。 

 12 月 1 日には、プレゼントの詰まった 4 つの袋

の準備が整い、その兵士たちは 25 日が来るのを心

待ちにしていました。しかしその 2 日後、彼らはク

リスマスを待たずして 12 月 6 日に母国へ引き揚げ

るとの指令を受けたのです。カナダに帰るのをうれ

しく思いながらも、複雑な心境の兵士たちは、用意

したプレゼントを現地の児童養護施設に預け、クリ

スマスに子どもたちに開けてもらうことにしまし

た。 

 オランダをたつ前夜、四人の兵士は児童養護施

設へ向かいました。そのうちの一人は白ひげを付け、

赤い帽子をかぶりました。その途中、彼らは、クリ

スマスまでまだ数週間もあるというのに、教会の鐘

の音を耳にし、家々に明るく灯がともっているのを

見て驚きました。ブーツで雪をザクザクと踏んで児

童養護施設に近づくと、窓越しに二十数人の子ども

たちが夕食を囲んでいるのが見えました。戦争が終

わって 2～3 か月のことです。食料はまだ不足して

いてわずかな量の食べ物しかなく、子どもたちの顔

は青白く、やせ細っていました。 

 サンタクロースに扮した兵士が、力強く、ドア

を 3回ノックすると、まるで魔法のように、子ども

たちのざわめきが静まり返りました。ドアを開けた

神父は驚きを隠せない様子で、続いて出てきた子ど

もたちは歓声とともに、サンタクロースの格好をし

た兵士の元へ駆け寄りました。クリスマスまで 3週

間ありましたが、オランダでは「シンタクラース」

が、まさにその日、聖ニコラスの日の前夜、12 月 5

日にやってくるのでした。  

 それから 1 時間ほど、子どもたちは喜びを抑え

きれずに大騒ぎをしていました。プレゼントを開け

て、お菓子をほおばり、人形を大切に抱きしめまし

た。最後の木製のトラックとチョコレートは、辛抱

強く順番を待ち続けていた小さな男の子の手に渡

りました。その子は兵士たちにお礼を言うと、神父

に向かってオランダ語で何かをささやきました。神

父が笑顔で相づちを打つのを見て、兵士の一人が尋

ねました。「その子は何て言ったんですか？」 

 神父は目に涙を浮かべて言いました。「“きっと

来てくれるって信じてた”とあの子は言いました」 

 人々に喜びをもたらすことによって、自らが犠

牲になることはありません。それどころか、喜びは

増していくのです。贈り物を贈り合うこのシーズン、

私たちはほかの人々と分かち合うことで、与えられ

てきた贈り物を増やそうではありませんか。クラブ、

そしてロータリー財団を通じて、思いやり、優しさ、

寛容の心をもって活動することで、世界へのプレゼ

ントになり、いつまでもそうあり続けましょう。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

  

12 月のガバナーメッセージ 

 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

ロータリーの

目的は、意義ある

事業の基礎とし

て奉仕の理念を

奨励し、これを育

むことにある。そ

の最終目標はや

はり 『世界平和』

である。熱心にロ

ータリーの奉仕

活動を実践されている多くのロータリアン

ですら時には、「世界平和なんて夢である」

とさらりと言ってのけられる。  

 

ロータリアンの本音はどこにあるのでし

ょうか。私たちロータリアンの活動は、「世

界平和」にとって特に速攻性はないのです

が、私たちは「超我の奉仕」、「最もよく奉

仕する者、最も多く報いられる」のもとに、

「四つのテスト」を常に念頭おき精進を積

んでいるところです。  

 

世界に知り合いを広め、 職業上の高い倫

理基準を保ち、 ロータリアン一人一人が、

日々奉仕の理念を実践し、 世界的ネットワ

ークを通じて、国際理解、親善、平和を推

進し、 ロータリーを通じて、新世代の若者

たちを、世界平和に貢献しうる有能な人材

として育てあげる。 さらに、世界に多大な

影響力を与える各界の新リーダーをどんど

ん排出してゆく。  

 

私たちロータリアンは、現状の奉仕活動

やその成果にただ満足するのではなくて、

次の一段上を目指して、常に世界平和を念

頭に、ことを進めるべきと考えます。 これ

が、不可能を可能に変える世界平和実現へ

の道筋だと考えます。 

 

特に、ロータリー活動の多くを占める青

少年活動においては、できるだけ年齢層の

低い段階から若者たちに、世界へ挑戦し、

世界へ貢献することの大切さをアピールし

て、その気持ちを鼓吹することが、さらに

必要と考えます。 

 

現状に満足することなく、常に次の段階

を見据えた啓蒙活動や奉仕の精神の更なる

向上が求められるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

地区代表幹事を委嘱され 

地区代表幹事 石倉 保彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015～16 年度第 2640 地区代表幹事に今

年 11 月より委嘱されました石倉保彦です。 

辻ガバナーおかれましては2014～15年度

の地区復活に素晴らしい実績をあげられ、

2015～16 年度も引き続き選任されました。

そのもとで、地区の役職の一端を務めさせ

ていただくことは、私にとってはこの上な

く光栄と存じます。しかしながら、時間的

な制約の中での就任でもあり、ガバナーは

じめ役員の皆様、各ロータリークラブ、ロ

ータリアンの皆様には、多大のご迷惑をか

けするのではないかと、まずもってお詫び

しなければなりません。 

  

  ロータリーの究極の目的は、各クラブ、

各ロータリアンが「超我の奉仕」を実践し、

世界の平和に寄与するものと思います。国

際ロータリーが、地区が、ロータリークラ

ブが、そして一人一人のロータリアンが、

その年々の国際ロータリーのテーマのもと、

究極の目的を目指して進んでゆくものと考

えます。今年度は地区の足元を固めるとと

もに、次年度に円滑なバトンタッチができ

るよう、各ロータリークラブ様、クラブ会

員の皆様のご協力・ご支援をよろしくお願

い申し上げます。 

 

ロータリークラブの活動・評価は奉仕の

実践でもってなされたと思います。ロータ

リークラブが幾ばくかの評価を頂いている

としたら、先輩の皆様の奉仕の実践の賜物

であり、これからも期待されているとした

ら、各ロータリークラブの、ロータリアン

のこれからの奉仕の実践であろうと思いま

す。 

 

私は時に暇を見て、熊野古道を歩いてい

ます。つい先日も海南の藤白坂、拝ノ峠を

登ってきました。厳しい上り下りではあり

ましたが、何とかその日の目的地までたど

り着くことができました。しかし、ロータ

リーの奉仕は、ガバナー一人、ロータリア

ン一人の活躍だけでは目的に向かって進め

ません。ガバナーのリーダーシップのもと、

ロータリアン一人一人の皆様・ロータリー

クラブの皆様のご協力があってロータリー

の奉仕が進むものと考えます。私の与えら

れた期間、代表幹事の役割を精一杯努力い

たしたいと思うとともに、地区の発展を心

より祈念いたします。 

 

 

 

 



          

 

ネパール震災義援金の報告 

 ガバナー補佐 喜多 啓允 

１０月２８日か

ら１１月９日に亘

り、昨年に続き４度

目のネパール訪問

を敢行しました。 

今回の目的は従

来の学校建設支援

の他にＲＩ2640 地

区で６月に募った

義援金（約１８０万円）を届けることでした。 

ネパールではネパール憲法制定（９月）後、

インド国境に近い親インド派のマデシ系民族

が州割に反対し、インドからの輸入物資、特

にガソリン・軽油・プロパンガスが不足に陥

り、給油のためガソリンスタンドに車、バイ

クが２~３キロ並び給油に３日間以上かかる

状態でした。逆に私達にとっては幸いし、恒

常的な渋滞がなくスムーズに移動できました。 

首都カトマンズ市街は一見地震の影響を感

じさせることもなく、普段と変わらない様子

で、一部に支援のテント住居が散見される程

度でした。然し世界遺産のボダナート、スワ

ヤンブナート、特にバクタブルはかなりの被

害痕跡が認められました。私達が移動した、

ポカラ、タンセン、バイラワの街もカトマン

ズと同様でした。大きな街は鉄筋コンクリー

ト造りの堅牢な建物が多いのですが、田舎は

昔ながらのレンガ造りの建物が大部分で被害

が大きかった様です。 

最初にタンセンを訪れパルパＲＣのミーテ

ィグに参加し活動状況を聞き、会員であり以

前から橋本ＲＣの支援活動をサポートして頂

いている垣見一雅（ＯＫバジー）さんに、６

０万円を託しました。今回の地震で、緊急を

要する倒壊した学校の修復に使いたいとのこ

とでした。垣見さんは、２０数年間ネパール

で支援活動をされており、その功績でネパー

ルが王国時代に国王から勲章をいただいた方

です。 

次にカトマンズに戻り、カトマンズＲＣの

例会に参加し、スレス会長に５０万ネパール

ルピーを渡しました。スレス会長は元米山奨

学生で、現在はネパール学友会の会長をされ

ている方で、日本語での会話も弾み、義援金

の有効利用と結果報告を確約してくれました。 

続いてパタン・ダルバール・スクェアＲＣ

の例会に参加し、ケシュ会長に５０万ネパー

ルルピーを渡しました。スワヤンブナート近

辺の地震で崩壊した学校の修復支援に取り掛

かっているものの、ＲＩ３２９２地区の補助

金、クラブの支援金等があっても資金不足の

現況であるため是非このお金を利用させてい

ただきたいと、大変感謝されました。設計図

面の提示も受け、完成時の報告も頂くことに

なりました。 

地震に対する世界中からの義援金の窓口が

政府になっていて、民間には殆んど届いてい

ないと、各方面で不満を耳にしました。そん

な中直接赴いて支援したことに凄く喜んでい

ただけました。 

訪問クラブでは、地震に対してのお見舞い

と、１日でも早い復旧、復興をお祈りする旨

を述べ、同時に、過日の東日本大震災時の義

援に対する謝意を伝えました。



          

 

 

ガバナー補佐寄稿 

  ガバナー補佐 大原 裕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生時代の 20 歳の時、世界合唱フェステ

ィバルがニューヨークのリンカーンセンタ

ーであり、日本のすべての合唱団を代表し、

渡米したことがありました。ハワイからア

ンカレッジまで主要都市を 1 ケ月ほどかけ

て、ホスト・ホステスの家庭や学生寮にホ

ームステイの形で各地を演奏しながら回り

ました。ある日ニューヨークのヒルトンホ

テルで、ある団体に招かれ、45 名で舞台に

立ったのが、ロータリークラブの地区大会

だったのか、国際大会だったのか分かりま

せんが、「この人々が世界経済を動かしてい

るのか」と感じたことがありました。 

 

それがロータリークラブとの最初の縁で

した。そして 40 歳ころ入会のお誘いを受け

まして、まさか私がと思いましたが、入会

させていただき、幹事などいろんな委員会

も経験させて頂き、60 歳の時にクラブ会長

に。こうして私の人生の 20 年毎の節目に、

ロータリークラブが関わって参りました。

次の 20 年後の 80 歳は生きていることが前

提ですが、どういう風にロータリーと関わ

っているかに関心があります。 

 

31 年間のロータリーライフでは、一生絶

対知り合うこともなかった方々や尊敬でき

る方々、議論やご相談のできる方々、また

年下でも友人と思える方々、ゴルフでいつ

も一緒にプレイできる方々など沢山の会員

の皆さんと仲良くさせていただき、長い間

楽しませてもらっています。また私たちの

クラブの伝統として「日本社会は縦型社会

だが、ロータリークラブは横型の社会」を

実践される先輩方のお蔭で、全く派閥のよ

うな組織はなく、年上・年下に関わらず意

見は平等にできるムードがクラブを形成し

ています。 

 

辻ガバナーの元、数年の混乱の痛みを乗

り越え、民主的な地区運営がなされ、地区

委員会組織にも多くのクラブから参加され

ております。やっと落ち着きが戻り、本来

の素晴らしいロータリー精神を輝かせられ

る時代を迎えることができましたので、ど

うぞ胸を張ってロータリーライフを末永く

楽しんでいただきますよう祈念いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾病予防と治療月間 
(Disease Prevention and Treatment Month) 

2014 年 10 月 RI 理事会は、重点分野である「疾病予防と治療月間」である 12 月を、地

域社会の医療従事者の能力向上, 伝染病の伝播を食い止め、非伝染病とそれによる合併症

を減らすための、疾病予防プログラム, 地域社会の医療インフラの改善,疾病の蔓延を防

止することを目的とした、地域住民への教育と地域動員, 疾病またはケガによって引き起

こされる身体障害の予防, 疾病予防と治療に関連した仕事に従事することを目指す専門

職業人のための奨学金支援を強調する月間とした。 

疾病予防と治療月間リソースのご案内 

<出版物> 

電子ファイルは資料名をクリックしてご利用いただけます。印刷版は、注文用紙にてお申し込み願います。 

ロータリーの重点分野ガイド（資料番号：965）[印刷版：$2.00] 

 

電子版は、6・7ページに疾病予防と治療に関する情報がございます。（2015年5月版） 

<映像資料> 

オンライン版のみになります。映像名をクリックし、再生ボタンを押していただくか、ダウンロードの箇所から

保存してご利用願います。 

世界でよいことをしよう：疾病と闘う 

 

HIV孤児たちに希望を与えるロータリアンの闘いの様子です。[2分41秒] 

マリオン・バンチさん：ロータリーの力について語る 

 

アフリカで250,000人を支援した保健イベント時のインタビュー映像です。[1分26秒] 

<ウェブ掲載記事> 

タイトルをクリックいただきますと、記事のページが開きます。 

子どもたちにハートを届けるエクアドルの医師(2015年4月) 

 

ロータリー財団からの資金で、恵まれない子どもたちへの心臓手術が実現しました。 

リベリア：エボラ終息後も続く闘い（2015年3月） 

 

エボラと闘う活動を続けていく決意を固めているロータリアンの記録です。 

ヒマラヤでの家庭廃棄対策プロジェクト（2014年12月） 

 

家庭排気による大気汚染で 430 万人が犠牲に。ロータリアンは燃焼効率の良い調理用ストーブを提供して健

康被害への対策に取り組んでいます。 

 

108-0073 東京都港区三田 1 丁目 4-28 三田国際ビル 24Ｆ 

国際ロータリー日本事務局 業務推進・資料室 

Tel: 03-5439-5802 Fax: 03-5439-0405 Email: rijpnpi@rotary.org 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区チーム研修セミナーの報告 

 

 

2015 年 11 月 14 日（土）、関西エアポートワシントンホテルに於いて、ガバナー、ガバ

ナー補佐、各委員長等 33 名の出席のもと、地区チーム研修セミナーを開催いたしました。

はじめに、出席者の自己紹介があり、続いて、辻 秀和ガバナーより、ＲＩテーマと地

区方針について、説明がありました。 

次に、中野 一郎ガバナー補佐から「地区委員会の役割について」地区を成功に導くリ

ーダーシップ（委員会編）の資料に基づき、委員会の責務や各委員会のリソースの説明

があり、さらに、上野山 英樹ガバナー補佐から「ＲＩの近々の体質の変貌と活動改革に

ついて」説明がありました。 

続いて、飯阪 保地区財務委員長から、「地区予算について」の説明があり、意見交換・

懇談の場では、樫畑 直尚地区大会実行委員長、内海茂オンツー・ソウル委員長より、説

明と協力の依頼がなされました。 

各委員長からは、抱負や今後の活動について、意見交換が行われ、終始、和やかに催

されました。 

 



          

クラブ活動報告 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

 

移動例会 
◇地域奉仕活動として 
 10 月 24 日：世界遺産高野山 壇上伽藍「ちょこ

っと案内ボランティア」 

 概要：概要：開創 1200 年を迎えている高野山の

道場の聖地壇上伽藍に参拝に来られる参拝客に対

し、高野山開創に纏わる歴史や物語を少しだけご案

内し、高野山来山の意義を深めて頂くお手伝いを行

うボランティア活動。  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月から実施されたこの活動に当クラブより協賛

を行い、参加されるボランティアの方々がより良い

活動を出来るよう支援。また、10 月 24 日には実際

に当クラブ会員が高野山壇上伽藍にて参拝・観光客

をご案内。8 月と 10 月合計 8 日間で 3000 名の参拝

者をご案内。当クラブは 10 月 24 日にボランティア

スタッフとして奉仕参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元子供たちと高野山開創の歴史を参拝客に案内

することを通じて「地元理解」「青少年育成」に繋

がる活動となった。また、メディア「ローカル TV

局：9 月 16 日放送済」や「台湾 TV 番組：2016 年 2

月頃放映予定」の取材を受けた。 

 

10 月 25 日：河内長野にて実施された高野街道まつ

りへの奉仕参加 

 概要：毎年実施される地域祭りに当クラブとして

初めて奉仕参加。当日、スタンプラリーで河内長野

駅～三日市駅付近までを周って来られた参加者を

ゴールでお出迎え。ゴールでのガラガラ抽選会補助

として奉仕参加。 

 

まつりに

参加された

多くの河内

長野市民の

皆さんと触

れ合いなが

ら、お祭りを

盛り上げる

お手伝いが

出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

地区大会現況報告 

地区大会実行委員長 樫畑 直尚 

今年度RI第 2640地

区大会は、2016 年 2

月 27 日（土）～28 日

（日）において和歌山

市内9クラブがホスト

となって開催される

ことになりました。実

行委員会の編成が 11

月になり、現時点では

十分な時間が取れて

いませんが、会員の皆様にとって有意義な大会とな

るように進めて行きたいと思います。 

それでは概略を紹介したしましょう。 

2 月 27 日（土）は和歌山市内ルミエール華月殿に

おいて、本会議が始まり選挙人会議が開催され、続

いてエイブル・アート（障害者アート）の提唱者、

平成 21 年度芸術選奨文部科学大臣賞受賞者の「播

磨靖夫」氏によるセミナー。夕刻はホテルアバロー

ム紀の国にて RI 会長代理歓迎晩餐会となります。 

2 月 28 日（日）は和歌山県民文化会館大ホールに

て、和歌山県知事の歓迎挨拶、辻ガバナーによる現

況報告、RI 会長代理による RI 現況報告等に続き、

ロータリー日本財団理事長の「千玄室」氏による大

会記念講演となります。これで午前の部を終え昼食

となりますが、昼食場所は登録受付時にご案内させ

て頂く指定会場（県民文化会館もしくはアバローム

紀の国）となりますので、予めご注意下さい。また、

昼食時を利用して、裏千家淡交会和歌山支部による

呈茶席も設けておりますので、是非ご利用下さい。 

午後の部は、アトラクションにて開会し、各種表

彰報告等が行われ RI 会長代理から講評を頂きロー

タリーソング、「手に手つないで」でフィナーレと

なります。 

一人でも多くの会員の皆様にご参加頂けますよ

う、心よりお待ち申し上げております。 

なお、来月の月信においてはより詳しい情報をお

伝えする予定です。 

第２６４０地区 地区大会プログラム（予定） 

第１日目 ２月２７日（土） 

本会議    [会場：ルミエール華月殿 富士の間]  

 １３：３０ 登録・受付   司会/S.A.A. 

 １４：００ 開会 

       開会点鐘   ガバナー 辻秀和 

       国家斉唱 

       ロータリーソング 「奉仕の理想」 

       開会の挨拶  ガバナー 辻秀和 

１４：１５ 選挙人会議・投票  

           セミナー 講師 播磨靖夫 

 

ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 

 [会場：ホテルアバローム紀の国 3F 孔雀の間]   

１７：３０ 登録・受付 

１８：００ 開演 司会／S.A.A.  

       歓迎の挨拶  ガバナー 辻 秀和 

       ＲＩ会長代理挨拶 ＲＩ会長代理 

       乾杯  

市内９クラブ会長幹事会ホスト 

中村善夫 

       アトラクション①  

２０：２０ 「手に手つないで」 

        閉演の挨拶  

  ＩＭ３組担当ガバナー補佐  

豊田泰史 

２０：３０ 閉演   

 

第２日目 ２月２８日（日） 

本会議 [会場：和歌山県民文化会館大ホール] 

午前の部  司会／S.A.A.  

０９：００ 登録・受付 

０９：３０ 開会   

       開会点鐘  ガバナー 辻 秀和 

       国家斉唱   

       ロータリーソング「奉仕の理想」 

       開会の挨拶   

大会実行委員長 樫畑直尚 

       物故会員に黙祷 

０９：５０ ＲＩ会長代理および来賓紹介 

 ガバナー 辻 秀和 



          

０９：５７ 来賓祝辞  

和歌山県知事 仁坂吉伸 

１０：０５ ガバナー挨拶・地区現況報告  

ガバナー 辻 秀和 

 １０：２０ ＲＩ会長代理挨拶・ＲＩ現況報告 

ＲＩ会長代理 

  １０：４０ 地区大会記念講演 講師 千玄室 

        「もっと世界をみつめ直ほそう」 

  １２：００ 昼食 

        呈茶 裏千家淡交会和歌山支部 

  午後の部  司会／S.A.A.   

１３：２０ アトラクション② 

  １４：１５ 各種表彰 

  １４：４５ 地区大会登録報告 

        選挙人会議報告 

  １４：５５ ＲＩ会長代理講評 

  １５：２０ ロータリーソング 

「手に手つないで」 

  １５：２５ 閉会挨拶  

地区大会実行副委員長 山本進三 

  １５：３０ 閉会点鐘 ガバナー 

 

セミナー講師 播磨靖夫氏 プロフィール 

プロデューサーとして提

唱・実施してきたおもな事

業 

[アート]と[ケア]の視点から、

多彩なプロジェクトを提

唱・実施。ソーシャル・イ

ンクルージョンをテーマに、

アートの社会的意義や市民

文化について問いかける事業を実践。国内外の団体

とネットワーク型の文化運動を展開し、より公共性

の高い仕事に取り組むことをミッションとしていま

す。市民活動としてのスタイルを貫き、活動を支え

る人材育成にも取り組みつづけています。（活動領域

は多岐にわたる） 

 
 
 

大会記念講演講師 千玄室氏プロフィール 

1923 年（大正１２年）生

まれ。同志社大学法学部経済

学科卒業。ハワイ大学修学。

韓国中央大學校大学院博士

課程修了。哲学博士。文学博

士。1964 年（昭和３９年）

千利休居士１５代家元を継

承。裏千家今日庵庵主として

宗室を襲名。2002 年（平成１４年）嫡男に家元を譲

座し、千玄室に改名。 

「一盌からピースフルネスを」の理念を提唱し、

国際的な視野で茶道文化の浸透と世界平和を願い、

各国を歴訪。文部省社会教育審議会委員、大学審議

会委員、中央教育審議会委員、京都府公安委員会委

員長、日本青年会議所会頭、国際青年会議所副会頭

等の公職を歴任。現在の主な役職にユネスコ親善大

使、日本・国連親善大使（外務省）、ハワイ大学教授、

公益財団法人日本国際連合協会会長、公益財団法人

日本馬術連盟会長。  

文化功労者国家顕彰、文化勲章、レジオン・ドヌ

ール勲章オフィシエ（フランス）、大功労十字章（ド

イツ）、ＵＡＥ連邦独立勲章第 1 級等受章。国内外で

名誉市民、名誉博士号を多数受けている。 

 

 

                                  ホテル 

アバローム

紀の国 

 

 

  

 

 

 

和歌山県民 

文化会館 

 

 

 

 



          

ソウル国際大会 

地区ジャパンナイトへのお誘い 
 

オンツー・ソウル委員長  内海 茂 

2016 年 5 月 28 日(土)～6月 1日 (水)に韓国

ソウルにて国際大会が開催されます。開会式前

の 5 月 28 日(土)に当地区恒例のジャパンナイ

トを開催します。 

『ジャパンナイト』は、国際大会に参加いた

だく地区会員とそのご家族が親睦を深めると

同時に、会員皆様の１年間のご活躍に感謝する

ことを目的として行います。是非ロータリアン

のご家族、友人の方々もお誘い合わせの上、皆

さまのご出席を願っています。 

 

日時： 2016 年 5 月 28 日（土）19：00～ 

場所： ハヌソ(会賢店)  

 ホームページ： http://www.hanuso.com/ 

住所： ソウル市中区(チュング)  

会賢洞(フェヒョンドン) 1 街 206 番地 

SK リーダース ビュー B1F 116 号 

TEL 02)3789-9904 

(韓国語住所) 서울시 중구 회현동 1 가 206 번지 

SK리더스뷰 B1F 116호 

登録料金： 10,000 円  ※飲み物代込の料金です 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.riconvention.org/ja/seoul/register 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場：キンテックス（KINTEX） 

     京畿道高陽市一山西区 

  408 Hallyuwoldeu-ro, Ilsanseo-gu, Goyang-si, 
Gyeonggi-do 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国で世界とつながろう 

 

 

 

 

 

 

 

世界中のロータリー会員と交流できるのが国

際大会の醍醐味。新たな出会い、異文化体験な

ど、魅力に溢れています。是非、この機会にご

参加ください。 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手す

ぐに駐車場がありますので、お車はそちらに停

めていただき、元の道に戻り直進、次の信号の

角の建物の２階が事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

 〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
       TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
       e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
       URL http://rid2640g.com 


